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1970 年代のハワイの日本語における自称代名詞と本論文のコーパスである 2004 年のデー
タ，および酒井（2003）で扱った 1990 年代のデータの比較を用例数も示して行った。さら
に本コーパスに現れた自称代名詞についてどのようなものがあったか用例を提示した。2


















した。その後ハワイの日本語において受身表現の使用が少ない（全体で 2 例のみ）ことに 
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ついて考察を行い，ハワイの日本語では共通語で受身文が用いられている箇所において能
動文が用いられていることを明らかにした。さらに，久野（1978）の「視点」という点か
ら分析を行い，受身文ではなく能動文を用いるのは英語の体系に影響を受けている可能性
があることを指摘した。 
最後にその他の文法特徴として，アスペクトではトル形式，ヨル系式，テイル形式，テ
オル形式の 4 形式がみられること，ワ行五段活用動詞と形容詞にウ音便が現われることに
ついて用例を提示して記述した。 
第 5 章はハワイの日本語の特色となる語彙について扱った。コーパスに現れた日本語諸
方言の語彙，英語の語彙について記述した。ハワイの日本語には，英語やハワイ語の影響，
また明治期に移民として渡った親から伝わったことばの影響で，共通語および日本語の諸
方言にはみられない語彙がある。他の言語に既存の語彙でもハワイの日本語では独自の意
味をもつものもある。ある 1 人のみが用いている個人的な語彙もあったが，今後調査を行
っていく際に今回の協力者以外の発話から聞かれる可能性もあるので切り捨てずにまとめ
た。 
第 6 章では英語とのコードスイッチングについて扱った。日本語での調査を依頼し，英
語を使わないように心がけている中でのコードスイッチングなので数は少なかったが，会
話中英語とのコードスイッチングがみられた。英語が現れるというのもハワイの日本語の
特色であるとし，コーパス中にみられたコードスイッチングについて記述した。まず，節
のコードスイッチングについて扱い，次に文単位でのコードスイッチングについて扱った。
節では，コードスイッチングにより現れた英語の節のうち，“I think”が全体の 50％を占め
ていたことを明らかにした。 
 
以上が修士論文で述べてきたことである。ハワイの日本語について文法，語彙の点から
できる限り網羅的に記述を行った。協力者の年齢が高いほど日本語の方言要素の使用が多
く，年齢が低いほど英語要素の使用が多いということも明らかになった。これにはハワイ
の日本語の現状として，1 世の日本語の影響力が弱まり，英語の影響が強まっていること
が顕著に表れている。本論文で扱った項目については，データの不足や調査の困難さから
生じる多くの課題が残されている。また，今回は扱わなかったが，音声面についても共通
語話者とは異なる点が多くあり，精密なデータを収録し，調査すべき点が多くある。本論
文で扱った以外の文法項目についても研究の余地がある。 
ただし，協力者の年齢層が高いことや，2 世，3 世でも日本語を話せる人が少ないとい
う点を取ってみてもハワイの日本語は今後衰退の一途をたどるのは目に見えており，早急
な調査，記録が必要となっている。 
ハワイの日本語を研究することにより，日本語や日本の方言研究の新たな視野が広がる
ことにつながることを望む。また，今後ほかの地域にいる日系移民の日本語の調査や海外
に残存する日本語の調査が進むことによって，さらに広がりのある研究に発展することに
も期待したい。 
